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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイパーブレードと複数のタイプのワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に直接的かつ回動可能に取り付けられる受容部材であって、垂直方向に沿
って見たときに前記ベース部の上に配置され、少なくとも６つの異なるワイパーアームを
受容して、該少なくとも６つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する受容部
材とを備え、
　６つの異なるワイパーアームの第１のワイパーアームはＪ字フックワイパーアームであ
り、６つの異なるワイパーアームの第２のワイパーアームはプッシュタブボタンワイパー
アーム及びインサートアンドロックワイパーアームからなるグループから選択され、
　前記受容部材の前記構造部は、
　支持面と、
　前記垂直方向に沿って見たときに、前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面
とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記支持面と前記係合面とは、これらの間で前記第２のワイパーアームを受容するスロ
ットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に沿って見たと
きに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
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き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、Ｊ字フックワイパ
ーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、コネクター。
【請求項２】
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　コネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部および前記ワイパーアームに取り付けられる受容部材であって、該受容部
材が連結される前記ワイパーアームに加えて、少なくとも５つの異なるワイパーアームを
受容して、該少なくとも５つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する受容部
材とを備え、
　異なるワイパーアームの第１のワイパーアームはＪ字フックワイパーアームであり、異
なるワイパーアームの第２のワイパーアームはプッシュタブボタンワイパーアーム及びイ
ンサートアンドロックワイパーアームからなるグループから選択され、
　前記受容部材の前記構造部は、
　支持面と、
　前記垂直方向に沿って見たときに、前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面
とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記支持面と前記係合面とは、これらの間で前記第２のワイパーアームを受容するスロ
ットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に沿って見たと
きに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、Ｊ字フックワイパ
ーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
フロントガラスワイパー。
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【請求項３】
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを具備し、
　前記該受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有し、
　更に、前記穴に隣接して配置され、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
ワイパーアームに係合して、前記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止す
る回動停止部を備え、
　前記受容部材の前記構造部は、
　支持面と、
　前記垂直方向に沿って見たときに、前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面
とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記支持面と前記係合面とは、これらの間で第２のワイパーアームを受容するスロット
を形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に沿って見たときに
、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第３のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
コネクター。
【請求項４】
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　第１のワイパーアームと、
　コネクターとを具備し、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを有し、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　前記第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有しており、
　更に、前記穴に隣接して配置され、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
ワイパーアームに係合して、前記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止す
る回動停止部を備え、
　前記受容部材の前記構造部は、
　支持面と、
　前記垂直方向に沿って見たときに、前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面
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とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記支持面と前記係合面とは、これらの間で第２のワイパーアームを受容するスロット
を形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に沿って見たときに
、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第３のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
フロントガラスワイパー。
【請求項５】
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に取り付けられる受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記係合面と前記支持面とは第１のワイパーアームの表面をぴったりと受容するような
寸法のスロットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に沿
って見たときに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有する係
合舌片と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第２のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
コネクター。
【請求項６】
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　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　コネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に取り付けられる受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記係合面と前記支持面とは、第１のワイパーアームの表面をぴったりと受容するよう
な寸法のスロットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に
沿って見たときに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面して前記第１のワイパ
ーアームに係合する突出部を有する係合舌片と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第２のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
フロントガラスワイパー。
【請求項７】
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴と、
　前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
第１のワイパーアームに係合して、該受容部材が前記ベース部に対して回動することを防
止する回動停止部と、
　互いに対面し互いに向かって押圧することができる一対の可撓性翼状停止部を含む支持
面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記係合面と前記支持面とは、第２のワイパーアームの表面をぴったりと受容するよう
な寸法のスロットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に
沿って見たときに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
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き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、かつ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有
する係合舌片と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第３のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、コネクター。
【請求項８】
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　前記ワイパーアームに取り付けられるコネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴と、
　前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
第１のワイパーアームに係合し、該受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止
する回動停止部と、
　互いに対面しに沿って互いに向かって押圧することができる一対の可撓性翼状停止部を
含む支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面は、該係合面の全長に沿って前記支持面に対して実質的に平行であり、
　前記係合面と前記支持面とは、第２のワイパーアームの表面をぴったりと受容するよう
な寸法のスロットを形成し、該スロットは、前記垂直方向に対して垂直である水平方向に
沿って見たときに、前記係合面の長さに沿って延びており、
　前記支持面と前記係合面は、前記受容部材の如何なる部分によっても妨げられない横向
き開口を有し、前記垂直方向及び前記水平方向の両方に垂直である横向き方向に平行で、
端部を有しない第１の軸が、前記横向き開口を通り、かつ、前記受容部材に交差せず、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、かつ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有
する係合舌片と、
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられる端部とを有
し、
　前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前記端部とは、第３のＪ字フック
ワイパーアームを受容するキャビティを規定し、
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　前記スロットの後方の開口は、前記第１の側方支持部と、前記第２の側方支持部と、前
記支持面とによって形成され、前記後方の開口は、前記第１の軸に垂直に交差する第２の
軸であって、如何なる場合も前記受容部材に交差することなしに前記後方の開口の方に延
びる第２の軸に垂直に交差している、
フロントガラスワイパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フロントガラスワイパーブレードを複数のタイプのフロントガラスワイパー
アームに取り付けるユニバーサルコネクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車には、ワイパーブレードを動かす様々なワイパーアームが用いられている。ワイ
パーブレードは定期的に交換する必要があり、ワイパーブレードの潜在的購入者は、店に
陳列されているワイパーブレードから自身の自動車のワイパーアームに取付け可能なもの
を特定するのにしばしば苦労する。従来、この状況への対処法は、消費者が消費者自身の
自動車のワイパーアームと適切なコネクターとを組み合わせることができるように、多種
類のコネクターを別個のパッケージにして提供するかまたはワイパーブレードそのものと
一緒に多種類のコネクターを提供することであった。この手法は、消費者が複数のコネク
ターを扱う必要がある点で厄介な可能性がある。さらに、コネクターは複数のピースとな
っている場合が多いが、このようなピースは紛失しやすい可能性がある。また、消費者の
ワイパーアームへの取付けに不適切なコネクターが購入される状況も発生し得る。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明の１つの態様は、ワイパーブレードと複数のタイプのワイパーアームとを連結す
るコネクターに関する。本コネクターは、ワイパーブレードに取り付けられるベース部を
備える。本コネクターは、ベース部に取り付けられる受容部材を更に備える。受容部材は
、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも６つの異なるワイパ
ーアームに連結される構造部を有する。
【０００４】
　本発明の第２の態様は、ワイパーブレードと、ワイパーアームと、コネクターとを備え
るフロントガラスワイパーに関する。前記コネクターは、前記ワイパーブレードに取り付
けられるベース部と、前記ベース部および前記ワイパーアームに取り付けられる受容部材
とを備える。前記受容部材は、該受容部材が連結される前記ワイパーアームに加えて、少
なくとも５つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも５つの異なるワイパーア
ームに連結される構造部を有する。
【０００５】
　本発明の第３の態様は、ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターに
関する。該コネクターは、ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、前記ベース部
に枢結される受容部材とを備える。該受容部材は、該受容部材を前記ベース部に枢結する
取付け部と、ワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有する。該コネクタ
ーは、前記穴に隣接して配置され、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記ワ
イパーアームに係合して前記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止する回
動停止部を更に備える。
【０００６】
　本発明の第４の態様は、ワイパーブレードと、ワイパーアームと、コネクターとを備え
るフロントガラスワイパーに関する。該コネクターは、前記ワイパーブレードに取り付け
られるベース部と、前記ベース部に枢結される受容部材とを備える。該受容部材は、該受
容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、前記ワイパーアームを受容するように構成
されている穴とを有する。該コネクターは、前記穴に隣接して配置される回動停止部であ
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って、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記ワイパーアームに係合して、前
記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止する回動停止部を更に備える。
【０００７】
　本発明の第５の態様は、ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターに
関する。該コネクターは、ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、前記ベース部
に取り付けられる受容部材とを備える。前記受容部材は、支持面と、前記支持面から離間
して該支持面に対面する係合面とを有する。前記係合面と前記支持面とは、ワイパーアー
ムの表面をぴったりと受容するような寸法のスロットを形成する。前記係合面は、第１の
側方支持部と、前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、係合舌片とを含む
。また、該係合舌片の一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部
の双方に取り付けられており、該係合舌片の反対側の端部が、自由であるとともに、前記
支持面に対面する突出部を有する。
【０００８】
　本発明の第６の態様は、ワイパーブレードと、ワイパーアームと、コネクターとを備え
るフロントガラスワイパーに関する。前記コネクターは、前記ワイパーブレードに取り付
けられるベース部と、前記ベース部に取り付けられる受容部材との双方を備える。前記受
容部材は、支持面と、前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、前記
係合面と前記支持面とは、前記ワイパーアームの表面をぴったりと受容するような寸法の
スロットを形成する。前記係合面は、第１の側方支持部と、前記第１の側方支持部に対面
する第２の側方支持部と、係合舌片とを含む。また、該係合舌片の一方の端部が、前記第
１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付けられており、該係合舌片の
反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面して前記ワイパーアームに係合
する突出部を有する。
【０００９】
　本発明の第７の態様は、ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターに
関する。該コネクターは、ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、前記ベース部
に枢結される受容部材とを備える。前記受容部材は、該受容部材を前記ベース部に枢結す
る取付け部と、第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有する。該
コネクターは、前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容さ
れると、前記第１のワイパーアームに係合して、該受容部材が前記ベース部に対して回動
することを防止する回動停止部を更に備える。該コネクターは、互いに対面し互いに向か
って押圧することができる一対の可撓性翼状停止部を含む、支持面と、前記支持面から離
間して該支持面に対面する係合面とを更に有する。前記係合面と前記支持面とは、第２の
ワイパーアームの表面をぴったりと受容するような寸法のスロットを形成する。前記係合
面は、第１の側方支持部と、前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、係合
舌片とを含む。また、該係合舌片の一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２
の側方支持部の双方に取り付けられており、該係合舌片の反対側の端部が、自由であると
ともに、前記支持面に対面する突出部を有する。
【００１０】
　本発明の第８の態様は、ワイパーブレードと、ワイパーアームと、コネクターとを備え
るフロントガラスワイパーに関する。前記コネクターは、前記ワイパーアームに取り付け
られ、前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、前記ベース部に枢結される受
容部材とを備える。前記受容部材は、該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有する。前記コネクターは
、前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
第１のワイパーアームに係合して、該受容部材が前記ベース部に対して回動することを防
止する回動停止部を更に備える。前記コネクターは、互いに対面し互いに向かって押圧す
ることができる一対の可撓性翼状停止部を含む、支持面と、前記支持面から離間して該支
持面に対面する係合面とを更に有する。前記可撓性係合面と前記支持面とは、第２のワイ
パーアームの表面をぴったりと受容するような寸法のスロットを形成する。前記係合面は
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、第１の側方支持部と、前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、係合舌片
とを含む。また、該係合舌片の一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側
方支持部の双方に取り付けられており、該係合舌片の反対側の端部が、自由であるととも
に、前記支持面に対面する突出部を有する。
【００１１】
　本発明の１つまたは複数の態様は、ただ１つのコネクターを用いて、ワイパーブレード
を複数のワイパーアームに取付け可能にするという利点を提供する。
【００１２】
　本発明の１つまたは複数の態様は、単一片構成のコネクターを用いて、ワイパーブレー
ドを複数のワイパーアームに取付け可能にするという利点を提供する。
【００１３】
　本明細書に援用されるとともに本明細書の一部をなす添付図面は、上記の概要および下
記の詳細な説明とともに、本発明の特徴部を説明する役目を果たす。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】キャップが開いている場合の、ワイパーブレードと複数のタイプのワイパーア
ームとを連結するコネクターの一実施形態の斜視図である。
【図１Ｂ】キャップが閉じている場合の、図１Ａのコネクターの斜視図である。
【図１Ｃ】図１Ａのコネクターの分解図である。
【図２】図１Ｂのコネクターの左側面図である。
【図３】図１Ｂのコネクターの右側面図である。
【図４】図１Ｂのコネクターの上面図である。
【図５】図１Ｂのコネクターの底面図である。
【図６】図１Ｂのコネクターの正面図である。
【図７】図１Ｂのコネクターの背面図である。
【図８Ａ】図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付けることができるワイパーアームのコネ
クターの種類の一候補を示す図である。
【図８Ｂ】図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付けることができるワイパーアームのコネ
クターの種類の一候補を示す図である。
【図８Ｃ】図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付けることができるワイパーアームのコネ
クターの種類の一候補を示す図である。
【図８Ｄ】図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付けることができるワイパーアームのコネ
クターの種類の一候補を示す図である。
【図９Ａ】ピンワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の一候補
を示す図である。
【図９Ｂ】ピンワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の一候補
を示す図である。
【図１０Ａ】プッシュタブボタン（ＰＴＢ）ワイパーアームとして一般に知られている一
タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の一候
補を示す図である。
【図１０Ｂ】プッシュタブボタン（ＰＴＢ）ワイパーアームとして一般に知られている一
タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の一候
補を示す図である。
【図１０Ｃ】プッシュタブボタン（ＰＴＢ）ワイパーアームとして一般に知られている一
タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の一候
補を示す図である。
【図１１Ａ】インサートアンドロック（Ｉ＆Ｌ）ワイパーアームとして一般に知られてい
る一タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の
一候補を示す図である。
【図１１Ｂ】インサートアンドロック（Ｉ＆Ｌ）ワイパーアームとして一般に知られてい
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る一タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の
一候補を示す図である。
【図１１Ｃ】インサートアンドロック（Ｉ＆Ｌ）ワイパーアームとして一般に知られてい
る一タイプのチャネルワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法の
一候補を示す図である。
【図１２Ａ】Ｊ字フックワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法
の一候補を示す図である。
【図１２Ｂ】Ｊ字フックワイパーアームを図１Ａ～図１Ｃのコネクターに取り付ける方法
の一候補を示す図である。
【図１３Ａ】Ｊ字フックワイパーアームに取り付けられている図１Ａ～図１Ｃのコネクタ
ーの側面図である。
【図１３Ｂ】図１３ＡのコネクターおよびＪ字フックワイパーアームの上面図である。
【図１３Ｃ】図１３Ａの線Ｂ－Ｂに沿った、図１３ＡのコネクターおよびＪ字フックワイ
パーアームの断面図である。
【図１３Ｄ】図１３Ａの線Ａ－Ａに沿った、図１３ＡのコネクターおよびＪ字フックワイ
パーアームの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１Ａ～図１Ｃおよび図２～図７は、ワイパーブレードと複数のタイプのワイパーアー
ムとを連結するコネクター１００を示している。コネクター１００は、コネクター１００
をワイパーブレードに取り付けるのに用いるベース部１０２を備える。詳細には、ベース
部１０２の下側には、ワイパーブレードの中央部に位置するブラケットに係合する可撓性
フィンガーがある。コネクター１００が取り付けられるワイパーブレードの一候補例は、
Latitudeという商品名で販売されている（ITW Global BrandsによるRain-Xという商標下
で流通している）ワイパーブレードである。ベース部１０２は、ADM21 Co., LTD.社、Anc
o社、Bosch社、Corea Autoparts Producing Corp.社、KCW Corporation社、Proline社、T
rico社、およびValeo社によって製造されているワイパーブレード等の、他のタイプのワ
イパーブレードに取り付けることができるように改変可能であることに留意されたい。
【００１６】
　コネクター１００は、ベース部１０２の上部に枢結される受容部材１０４を備える。詳
細には、受容部材１０４は、受容部材１０４の対向する側壁１０８、１１０の内面上に、
互いに対面する一対のピン（図示せず）を有する。ピンは、ベース部１０２と一体である
隣り合う回動停止部１３０の孔１０５に挿入される。従って、受容部材１０２は、ピンの
回りに回動可能である。図１Ｃに示すように、ベース部１０２は、互いに対面するととも
に互いに平行である、一対の回動停止部１３０に一体に取り付けられている。回動停止部
１３０は、形状が同一であり、回動停止部１３０の凹状部１３１と凹状部１３３とが位置
合わせされて穴１１２、１１４、１１６、１１８の底縁に隣接するように位置決めされる
。
【００１７】
　以下で説明するように、受容部材１０４は、少なくとも６つの異なるワイパーアームを
受容して、該少なくとも６つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する。少な
くとも６つの異なるワイパーアームは、少なくとも３つの異なる種類のワイパーアームに
属するように規定される。コネクター１００を取り付けることができる１つの種類のワイ
パーアームはピンアーム型ワイパーアームであり、ピンワイパーアーム２００、２０２が
その一例である。そのようなピンアーム型ワイパーアームの近位端部が図８Ａ（１）、図
８Ａ（２）に示されている。このような取付けを行うには、ロック用キャップすなわちロ
ック用カバー１０６を図１Ａに示すような開位置に回動する。ロック用キャップ１０６の
回動は、ロック用キャップ１０６の下端部にある、互いに対向する一対のピン（図示せず
）によって達成される。これらのピンを、受容部材１０４の対向する側壁１０８、１１０
の内面に形成されている対応する開口に挿入する。それにより、ロック用キャップ１０６
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は、ピンと整合する軸の回りで、図１Ａに示す開位置から図１Ｂに示す閉位置に回動する
。
【００１８】
　ロック用キャップ１０６が開位置にあると、ピンワイパーアームを、受容部材１０４を
介してコネクター１００に取り付けることができる。コネクター１００は、図８Ａ（１）
の大型ワイパーピン２００、および、図８Ａ（２）の小型ワイパーピン２０２等の、複数
のサイズのピンアームに対応することができる。これは、一対の穴、すなわち開口１１２
、１１４を側壁１０８に形成するとともに、同一サイズの対向する穴、すなわち開口１１
６、１１８を側壁１１０に形成することにより、部分的に達成される。上側の穴１１２、
１１６は、小型ピンワイパーアーム２０２の遠位部の直径に対応するような直径を有する
。同様に、下側の穴１１４、１１８は、大型ピンワイパーアーム２００の遠位部の直径に
対応するような直径を有する。
【００１９】
　大型ピンワイパーアーム２００の取付けも、小型ピンワイパーアーム２０２の取付けも
、同じように達成される。大型ピンワイパーアーム２００を取り付けると、遠位端部２０
４が、図９Ａに示す穴１１４に位置合わせされる。次に、遠位端部２０４が穴１１８内に
受容されて側壁１１０の外側を僅かに越えて延出するまで、遠位端部２０４を穴１１４に
挿通する。この位置において、ロック用キャップ１０６を図１Ｂの閉位置に回動させる。
このとき、ロック用キャップ１０６の側方突出部１２０（図１Ａ、１Ｃを参照）が側壁１
０８、１１０に形成されている凹状部１２２（図１Ａ、１Ｃを参照）に係合する。側方突
出部１２０が凹状部１２２内に係合することで、図１１Ｂに示すスナップ音が発生する。
これは、ピンワイパーアームがコネクター１００に取り付けられた状態にロックされたこ
とを示す。閉位置では、ロック用キャップ１０６のＣ字凹状部すなわちＣ字面１２４は、
ピンワイパーアーム２００の中間部２０６に係合し、全体としてピンワイパーアーム２０
０を穴１１４、１１８の縁に押し付けることに留意されたい。Ｃ字凹状部すなわちＣ字面
１２４は、中間部２０６の形状に対応する形状を有することが好ましい。ピンワイパーア
ーム２００の取外しは、ロック用キャップ１０６を図１Ａの開位置に動かすとともに、ピ
ンワイパーアーム２０２の遠位端部を穴１１４、１１８から引き抜くことによって達成さ
れる。
【００２０】
　大型ピンワイパーアーム２００に関して上述したのと同じように、穴１１２、１１６に
挿通することによって小型ピンワイパーアーム２０２を取り付ける、ロック用キャップ１
０６が閉鎖されると、ロック用キャップ１０６の比較的小さいＣ字面１２６がピンワイパ
ーアーム２０２の中間部に係合する。ピンワイパーアーム２０２の取外しは、ロック用キ
ャップ１０６を図１Ａの開位置に動かすとともに、ピンワイパーアーム２０２の遠位端部
を穴１１２、１１６から引き抜くことによって達成される。
【００２１】
　受容部材１０４は、穴１１４および側壁１０８から離れるように延びるＣ字カラー１２
８を含み、遠位端部２０４が穴１１８および側壁１１０の外側を過度に越えて延出するこ
とを防止するようになっていることに留意されたい。
【００２２】
　前述のように、カバーキャップ１０６を閉位置に動かすことで、ピンワイパーアームが
適所にロックされる。ピンワイパーアーム２００、２０２を受容部材１０４に挿入する間
、ピンワイパーアーム２００、２０２の遠位端部は、受容部材１０４の内側に位置する回
動停止部１３０の凹状部１３１または凹状部１３３のいずれかに係合することに留意すべ
きである。このような係合は、ピンワイパーアームが穴１１２、１１６に挿入されるか、
または穴１１４、１１８に係合されるかによって決まる。また、ピンワイパーアームが穴
および凹状部に同時に係合することで、受容部材１０４がベース部１０２に対して回動す
ることが防止される。
【００２３】
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　コネクター１００を取り付けることができる第２の種類のワイパーアームは、チャネル
アームタイプのワイパーアームである。このような種類の例は、図８Ｂに示すプッシュタ
ブボタン（ＰＴＢ）ワイパーアーム２０８、および、図８Ｃに示すインサートアンドロッ
ク（Ｉ＆Ｌ）ワイパーアーム２１０である。ＰＴＢワイパーアーム２０８の場合、ワイパ
ーアーム２０８全体が、受容部材１０４の支持面１４２と、支持面１４２から離間して支
持面１４２に対面する係合面１４４との間の空間によって形成されるスロット１４０と位
置合わせされる（図１０Ａを参照）。スロット１４０は、図１０Ｂに示すようにスロット
１４０に挿入されているＰＴＢワイパーアーム２０８の位置合わせされた遠位端部の上面
２１０をぴったりと受容するような寸法である。図１Ａ、１Ｂに示すように、係合面１４
４は、第１の側方支持部１４６と、第１の側方支持部１４６に対面する第２の側方支持部
１４８とを含む。係合面１４４は、係合舌片１５０を更に含む。係合舌片１５０の一方の
端部１５２が、側方支持部１４６、１４８の双方に取り付けられており、係合舌片１５０
の反対側の端部１５４が、自由であるとともに、係合舌片１５０の下面において支持面１
４２に対面する突出部１５５（図２、３、７）を有する。第１の側方支持部１４６および
第２の側方支持部１４８は係合舌片１５０とは独立して動き、また、係合舌片１５０は第
１の側方支持部１４６および第２の側方支持部１４８とは独立して動く。
【００２４】
　ＰＴＢワイパーアーム２０８の上面２１０がスロット１４０に挿入されると、ＰＴＢワ
イパーアーム２０８は、係合舌片１５０の下面にある突出部１５５がＰＴＢワイパーアー
ム２０８の上面２１０の矩形開口２１２にスナップ係合するまで、ロック用キャップ１０
６に向かってスロット１４０に更に押し込まれる。突出部１５５が開口２１２に挿通され
たスナップ音が聞こえると、それは、ＰＴＢワイパーアーム２０８がコネクター１００に
取り付けられたことを示す。ＰＴＢワイパーアーム２０８の挿入中、側方フランジ２１４
が支持面１４２の下縁１５６に係合することに留意されたい。また、ロック位置では、Ｐ
ＴＢワイパーアーム２０８の肩部２１６が、互いに対面する一対の可撓性翼状停止部１５
８によって、ロック用キャップ１０６から離れる方向に大幅に動かないように捕捉される
。可撓性翼状停止部１５８は、スロット１４０の長手軸に対して垂直の方向に沿って互い
に向かって押圧することができる。
【００２５】
　適所にロックされているＰＴＢワイパーアーム２０８の取外しは、係合舌片１５０の上
面にある解除ノッチ１６０を上方に回動させることによって達成される。このような回動
により、係合舌片１５０の下面にある突出部１５５が開口２１２から外れる。この段階に
おいて、可撓性翼状停止部１５８を互いに向かって押圧すると、ＰＴＢアームをスロット
１４０から引き抜くことができる。
【００２６】
　図１１Ａに示すように、Ｉ＆Ｌワイパーアーム２１８をコネクター１００に取り付ける
ことは、まず、ワイパーアーム２１８の遠位端部がスロット１４０と支持面１４２の側壁
間に形成されたチャネルとに挿入されるように、ワイパーアーム２１８の遠位端部を傾け
て位置合わせすることによって達成される。このように傾けることは、Ｉ＆Ｌワイパーア
ーム２１８の湾曲部１５７（図８Ｃを参照）の前縁をスロット１４０に妨げなく挿入する
ことができるようにするのに必要である。スロット１４０とチャネルとは互いに隣り合っ
て互いに流体連通し、チャネルがスロット１４０よりもロック用キャップ１０６に近い位
置にあることに留意されたい。湾曲部１５７をスロット１４０に挿入すると、Ｉ＆Ｌワイ
パーアーム２１８は下方に回動し、Ｉ＆Ｌワイパーアーム２１８の上面が、図１１Ｂに示
すロック用カバー１０６に向かってスロット１４０に押し込まれる。肩部２２０が翼状停
止部１５８の上面に乗り上げて肩部２２０が翼状停止部１５８を通過するまで、ワイパー
アーム２１８を押し続ける。図１１Ｃに示すように、この時点で、翼状停止部１５８が肩
部２２０の背後にスナップ係合し、それによりＩ＆Ｌワイパーアームがスロット１４０か
ら外れることが防止される。また、この時点において、湾曲部１５７がチャネルに進入し
、湾曲部１５７の形状に対して相補的な形状である受容部材１０４の肩部に係合する。翼
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状停止部１５８が挿入されたスナップ音が聞こえると、それは、Ｉ＆Ｌワイパーアーム２
１８がコネクター１００に取り付けられたことを示す。
【００２７】
　適所にロックされているＩ＆Ｌワイパーアーム２１８の取外しは、翼状停止部１５８を
互いに向かって締め付け、肩部２２０が翼状停止部１５８を越えてロック用カバー１０６
から離れるように動くことを可能にすることによって達成される。この構成により、Ｉ＆
Ｌワイパーアーム２１８をスロット１４０から取り外すことができる。
【００２８】
　コネクター１００を取り付けることができる第３の種類のワイパーアームは、Ｊ字フッ
クワイパーアームである。このようなワイパーアームの例は、図８Ｄ（１）、図８Ｄ（２
）のＪ字フックワイパーアーム２１２、２１４であり、図８Ｄ（１）、図８Ｄ（２）には
、そのようなピンアーム型ワイパーアームの近位端部が図示されている。このような取付
けを行うには、ロック用キャップすなわちロック用カバー１０６を図１Ａに示すような開
位置に回動する。
【００２９】
　ロック用キャップ１０６が開位置にあると、Ｊ字フックワイパーアームを、受容部材１
０４を介してコネクター１００に取り付けることができる。コネクター１００は、図８Ｄ
（１）の大型Ｊ字フックワイパーアーム２１２、および。図８Ｄ（２）の小型Ｊ字フック
ワイパーアーム２１４等の、複数のサイズのＪ字フックワイパーアームに対応することが
できる。これは、図１３Ｃに示すような、端部１６２と、側壁１０８、１１０と、支持面
１４２とによって部分的に形成されるキャビティを設けることにより、部分的に達成され
る。図１２Ａに示すように、取付けは、Ｊ字フックワイパーアーム２１２、２１４の湾曲
部が図１３Ｃに示すように端部１６２にぴったりと係合するまで、Ｊ字フックワイパーア
ーム２１２、２１４の自由端部を上記キャビティに挿入するとともにロック用キャップ１
０６から離れるように引くこと（図１２Ａを参照）によって達成される。この位置におい
て、ロック用キャップは、図１２Ｂおよび図１３Ａ～図１３Ｃに示す閉位置にスナップ係
合し、それにより、Ｊ字フックワイパーアーム２１２、２１４が適所にロックされる。小
型Ｊ字フックワイパーアーム２１４の場合、自由端部は支持面１４２の真下に位置するこ
とに留意されたい（図１３Ｃを参照）。大型Ｊ字フックワイパーアーム２１２の場合、自
由端部は、最終的に下側のキャビティ１６６の下面１６４にぴったりと係合する（図１３
Ｃを参照）。
【００３０】
　当業者には、本発明の広範な発明的概念から逸脱することなく、上述した実施形態に対
して変更を行うことができることが理解される。例えば、前述した受容部材１０４は、Ｊ
字フックワイパーアームを取り付ける構造部は有しないが、複数のピンワイパーアーム、
並びにＰＴＢワイパーアームおよびＩ＆Ｌワイパーアーム等の複数のチャネルワイパーア
ームを取り付ける前述の構造部は有するように変形することができる。これは、本出願と
同日出願された、「Connectors and Connector Kit for Attachment of a Windshield Wi
per Blade to Multiple Types of Windshield Wiper Arms」という名称の係属中の米国特
許出願（代理人整理番号１４６５６／７、顧客参照番号ＩＴＷ６１９６８）に記載されて
いる。上記米国特許出願の内容全体は、引用することにより本明細書の一部をなす。従っ
て、本発明は開示された特定の実施形態に限定されず、添付の特許請求の範囲によって規
定される本発明の趣旨および範囲内での変更を包含することが意図されることが理解され
る。また、完全なコネクター１００またはベース部１０２を有しないコネクター１００の
設計態様が可能である。
　なお、本発明は以下の特徴を以って実施することができる。
［特徴１］
　ワイパーブレードと複数のタイプのワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に取り付けられ、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該
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少なくとも６つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する受容部材とを備える
コネクター。
［特徴２］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは少なくとも３つの異なる種類のワイパー
アームを含む特徴１に記載のコネクター。
［特徴３］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームのうちの１つはＩ＆Ｌワイパーアームであ
る特徴２に記載のコネクター。
［特徴４］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームのうちの１つはＰＴＢワイパーアームであ
る特徴１に記載のコネクター。
［特徴５］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームのうちの１つはＪ字フックワイパーアーム
である特徴１に記載のコネクター。
［特徴６］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームのうちの１つはピンワイパーアームである
特徴１に記載のコネクター。
［特徴７］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
パーアームと、第１のピンワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字
フックワイパーアームと、第２のＪ字フックワイパーアームとを含む特徴１に記載のコネ
クター。
［特徴８］
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　コネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部および前記ワイパーアームに取り付けられる受容部材であって、該受容部
材が連結される前記ワイパーアームに加えて、少なくとも５つの異なるワイパーアームを
受容して、該少なくとも５つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する受容部
材とを備えるフロントガラスワイパー。
［特徴９］
　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームおよび前記少なくとも５つの異なる
ワイパーアームは、少なくとも３つの異なる種類のワイパーアームを含む特徴８に記載の
フロントガラスワイパー。
［特徴１０］
　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームはＩ＆Ｌワイパーアームである特徴
８に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴１１］
　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームはＰＴＢワイパーアームである特徴
８に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴１２］
　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームはＪ字フックワイパーアームである
特徴８に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴１３］
　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームはピンワイパーアームである特徴８
に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴１４］
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　前記受容部材に取り付けられる前記ワイパーアームおよび前記少なくとも５つの異なる
ワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイパーアームと、第１のピンワイ
パーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字フックワイパーアームと、第２
のＪ字フックワイパーアームとを含む特徴８に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴１５］
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを具備し、
　前記該受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　ワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有し、
　更に、前記穴に隣接して配置され、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
ワイパーアームに係合して、前記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止す
る回動停止部を備えるコネクター。
［特徴１６］
　前記回動停止部は前記ベース部と一体である特徴１５に記載のコネクター。
［特徴１７］
　前記受容部材は、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも６
つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する特徴１５に記載のコネクター。
［特徴１８］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
パーアームと、第１のピンワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字
フックワイパーアームと、第２のＪ字フックワイパーアームとである特徴１７に記載のコ
ネクター。
［特徴１９］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは少なくとも３つの異なる種類のワイパー
アームを含む特徴１７に記載のコネクター。
［特徴２０］
　前記受容部材は凹状部を有するキャップを含み、該キャップは、開位置から閉位置に回
動し、該閉位置では、前記凹状部は前記穴に受容されている前記ワイパーアームに係合す
る特徴１５に記載のコネクター。
［特徴２１］
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　コネクターとを具備し、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを有し、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　前記ワイパーアームを受容するように構成されている穴とを有しており、
　更に、前記穴に隣接して配置され、前記ワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
ワイパーアームに係合して、前記受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止す
る回動停止部を備えるフロントガラスワイパー。
［特徴２２］
　前記回動停止部は前記ベース部と一体である特徴２１に記載のコネクター。
［特徴２３］
　前記ワイパーアームは、ピンワイパーアームである特徴２１に記載のフロントガラスワ
イパー。
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［特徴２４］
　前記受容部材は、前記穴が受容する前記ワイパーアームに加えて、少なくとも５つの異
なるワイパーアームを受容して、該少なくとも５つの異なるワイパーアームに連結される
構造部を有する特徴２１に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴２５］
　前記少なくとも５つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
パーアームと、ピンワイパーアームと、第１のＪ字フックワイパーアームと、第２のＪ字
フックワイパーアームとを含む特徴２４に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴２６］
　前記穴が受容する前記ワイパーアームは第２のピンワイパーアームである特徴２５に記
載のフロントガラスワイパー。
［特徴２７］
　前記穴が受容する前記ワイパーアームおよび前記少なくとも５つの異なるワイパーアー
ムは、少なくとも３つの異なる種類のワイパーアームを含む特徴２４に記載のフロントガ
ラスワイパー。
［特徴２８］
　前記受容部材は凹状部を有するキャップを含み、該キャップは、開位置から閉位置に回
動し、該閉位置では、前記凹状部は前記穴に受容されている前記ワイパーアームに係合す
る特徴２１に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴２９］
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に取り付けられる受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面と前記支持面とは、ワイパーアームの表面をぴったりと受容するような寸法
のスロットを形成しており、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有する係
合舌片とを含むコネクター。
［特徴３０］
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部は前記係合舌片とは独立して動き、
また、該係合舌片は該第１の側方支持部および該第２の側方支持部とは独立して動く特徴
２９に記載のコネクター。
［特徴３１］
　前記係合舌片は、前記突出部の反対側に位置する解除ノッチを有する特徴２９に記載の
コネクター。
［特徴３２］
　前記支持部は、一対の可撓性翼状停止部を更に含み、該一対の可撓性翼状停止部は、互
いに対面し、前記スロットの長手軸に対して垂直の方向に沿って互いに向かって押圧する
ことができる特徴２９に記載のコネクター。
［特徴３３］
　前記受容部材は、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも６
つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する特徴２９に記載のコネクター。
［特徴３４］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
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パーアームと、第１のピンワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字
フックワイパーアームと、第２のＪ字フックワイパーアームとである特徴３３に記載のコ
ネクター。
［特徴３５］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは少なくとも３つの異なる種類のワイパー
アームを含む特徴３３に記載のコネクター。
［特徴３６］
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　コネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に取り付けられる受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面と前記支持面とは、前記ワイパーアームの表面をぴったりと受容するような
寸法のスロットを形成し、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面して前記ワイパーアー
ムに係合する突出部を有する係合舌片とを含むフロントガラスワイパー。
［特徴３７］
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部は前記係合舌片とは独立して動き、
また、該係合舌片は該第１の側方支持部および該第２の側方支持部とは独立して動く特徴
３６に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴３８］
　前記係合舌片は、前記突出部の反対側に位置する解除ノッチを有する特徴３６に記載の
フロントガラスワイパー。
［特徴３９］
　前記支持部は一対の可撓性翼状停止部を更に含み、該一対の可撓性翼状停止部は、互い
に対面し、前記スロットの長手軸に対して垂直の方向に沿って互いに向かって押圧するこ
とができ、前記翼状停止部が互いに向かって押圧されていないとき、該翼状停止部は、前
記ワイパーアームが前記長手軸に沿って動くことを防止する特徴３６に記載のフロントガ
ラスワイパー。
［特徴４０］
　前記ワイパーアームは前記支持面の下側に係合するフランジを有する特徴３６に記載の
フロントガラスワイパー。
［特徴４１］
　前記ワイパーアームはＰＴＢワイパーアームである特徴３６に記載のフロントガラスワ
イパー。
［特徴４２］
　前記受容部材は、前記スロットに受容する前記ワイパーアームの他に、少なくとも５つ
の異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも５つの異なるワイパーアームに連結さ
れる構造部を有する特徴４１に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴４３］
　前記少なくとも５つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、第１のピン
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ワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字フックワイパーアームと、
第２のＪ字フックワイパーアームとである特徴４２に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴４４］
　前記スロットが受容する前記ワイパーアームおよび前記少なくとも５つの異なるワイパ
ーアームは、少なくとも３つの異なる種類のワイパーアームを含む特徴４２に記載のフロ
ントガラスワイパー。
［特徴４５］
　ワイパーブレードとワイパーアームとを連結するコネクターにおいて、
　ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴と、
　前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
第１のワイパーアームに係合して、該受容部材が前記ベース部に対して回動することを防
止する回動停止部と、
　互いに対面し互いに向かって押圧することができる一対の可撓性翼状停止部を含む支持
面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記係合面と前記支持面とは、第２のワイパーアームの表面をぴったりと受容するよう
な寸法のスロットを形成し、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、かつ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有
する係合舌片とを含むコネクター。
［特徴４６］
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部は前記係合舌片とは独立して動き、
また、該係合舌片は該第１の側方支持部および該第２の側方支持部とは独立して動く特徴
４５に記載のコネクター。
［特徴４７］
　前記係合舌片は前記突出部の反対側に位置する解除ノッチを有する特徴４５に記載のコ
ネクター。
［特徴４８］
　前記一対の可撓性翼状停止部は、前記スロットの長手軸に対して垂直の方向に沿って互
いに向かって押圧することができる特徴４５に記載のコネクター。
［特徴４９］
　前記回動停止部は前記ベース部と一体である特徴４５に記載のコネクター。
［特徴５０］
　前記受容部材は、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも６
つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する特徴４５に記載のコネクター。
［特徴５１］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
パーアームと、第１のピンワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字
フックワイパーアームと、第２のＪ字フックワイパーアームとである特徴５０に記載のコ
ネクター。
［特徴５２］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、少なくとも３つの異なる種類のワイパ
ーアームを含む特徴５０に記載のコネクター。
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［特徴５３］
　前記受容部材は凹状部を有するキャップを含み、該キャップは、開位置から閉位置に回
動し、該閉位置では、前記凹状部は前記穴に受容されている前記ワイパーアームに係合す
る特徴４５に記載のコネクター。
［特徴５４］
　前記受容部材は、ワイパーアームを受容する第２の穴を有し、前記受容部材は、一対の
凹状部を有するキャップを含み、該キャップは、開位置から閉位置に回動し、該閉位置で
は、前記凹状部は、前記穴または前記第２の穴のいずれかに受容されている前記ワイパー
アームに係合する特徴４５に記載のコネクター。
［特徴５５］
　フロントガラスワイパーにおいて、
　ワイパーブレードと、
　ワイパーアームと、
　前記ワイパーアームに取り付けられるコネクターとを備え、
　前記コネクターは、
　前記ワイパーブレードに取り付けられるベース部と、
　前記ベース部に枢結される受容部材とを備え、
　前記受容部材は、
　該受容部材を前記ベース部に枢結する取付け部と、
　第１のワイパーアームを受容するように構成されている穴と、
　前記穴に隣接して配置され、前記第１のワイパーアームが前記穴に受容されると、前記
第１のワイパーアームに係合し、該受容部材が前記ベース部に対して回動することを防止
する回動停止部と、
　互いに対面しに沿って互いに向かって押圧することができる一対の可撓性翼状停止部を
含む支持面と、
　前記支持面から離間して該支持面に対面する係合面とを有し、
　前記可撓性係合面と前記支持面とは、第２のワイパーアームの表面をぴったりと受容す
るような寸法のスロットを形成し、
　前記係合面は、
　第１の側方支持部と、
　前記第１の側方支持部に対面する第２の側方支持部と、
　その一方の端部が、前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部の双方に取り付
けられ、かつ、反対側の端部が、自由であるとともに、前記支持面に対面する突出部を有
する係合舌片とを含むフロントガラスワイパー。
［特徴５６］
　前記第１の側方支持部および前記第２の側方支持部は前記係合舌片とは独立して動き、
また、該係合舌片は該第１の側方支持部および該第２の側方支持部とは独立して動く特徴
５５に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴５７］
　前記係合舌片は、前記突出部の反対側に位置する解除ノッチを有する特徴５５に記載の
フロントガラスワイパー。
［特徴５８］
　前記一対の可撓性翼状停止部は、前記スロットの長手軸に対して垂直の方向に沿って互
いに向かって押圧することができる特徴５５に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴５９］
　前記回動停止部は前記ベース部と一体である特徴５５に記載のフロントガラスワイパー
。
［特徴６０］
　前記受容部材は、少なくとも６つの異なるワイパーアームを受容して、該少なくとも６
つの異なるワイパーアームに連結される構造部を有する特徴５５に記載のフロントガラス
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ワイパー。
［特徴６１］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、Ｉ＆Ｌワイパーアームと、ＰＴＢワイ
パーアームと、第１のピンワイパーアームと、第２のピンワイパーアームと、第１のＪ字
フックワイパーアームと、第２のＪ字フックワイパーアームとである特徴６０に記載のフ
ロントガラスワイパー。
［特徴６２］
　前記少なくとも６つの異なるワイパーアームは、少なくとも３つの異なる種類のワイパ
ーアームを含む特徴６０に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴６３］
　前記受容部材は凹状部を有するキャップを含み、該キャップは、開位置から閉位置に回
動し、該閉位置では、前記凹状部は前記穴に受容されている前記ワイパーアームに係合す
る特徴５５に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴６４］
　前記受容部材はワイパーアームを受容する第２の穴を有し、前記受容部材は、一対の凹
状部を有するキャップを含んでおり、該キャップは、開位置から閉位置に回動し、該閉位
置において、前記凹状部は、前記穴または前記第２の穴のいずれかに受容されている前記
ワイパーアームに係合する特徴５５に記載のフロントガラスワイパー。
［特徴６５］
　前記ワイパーアームは前記第１のワイパーアームである特徴５５に記載のフロントガラ
スワイパー。
［特徴６６］
　前記ワイパーアームは前記第２のワイパーアームである特徴５５に記載のフロントガラ
スワイパー。
【符号の説明】
【００３１】
　１００　　コネクター
　１０２　　ベース部
　１０４　　受容部材
　１０５　　孔
　１０６　　ロック用キャップ
　１０８　　側壁
　１１０　　側壁
　１１２　　穴
　１１４　　穴
　１１６　　穴
　１１８　　穴
　１２０　　側方突出部
　１２２　　凹状部
　１２４　　字面
　１２６　　字面
　１２８　　字カラー
　１３０　　回動停止部
　１３１　　凹状部
　１３３　　凹状部
　１４０　　スロット
　１４２　　支持面
　１４４　　係合面
　１４６　　第１の側方支持部
　１４８　　第２の側方支持部
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　１５０　　係合舌片
　１５２　　端部
　１５４　　端部
　１５５　　突出部
　１５６　　下縁
　１５７　　湾曲部
　１５８　　可撓性翼状停止部
　１６０　　解除ノッチ
　１６２　　端部
　１６４　　下面
　１６６　　キャビティ
　２００　　大型ピンワイパーアーム
　２０２　　小型ピンワイパーアーム
　２０４　　遠位端部
　２０６　　中間部
　２０８　　プッシュタブボタン（ＰＴＢ）ワイパーアーム
　２１０　　インサートアンドロック（Ｉ＆Ｌ）ワイパーアーム
　２１２　　大型Ｊ字フックワイパーアーム
　２１４　　小型Ｊ字フックワイパーアーム
　２１６　　肩部
　２１８　　ワイパーアーム
　２２０　　肩部

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】
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